香川県相談支援専門員協会会則

趣旨
香川県の相談支援専門員と相談支援に携わる全ての者が、障害者ケアマネジメントを中心とした相談支援の技術の向上、全国の相談支援専門員との連携や情報交換を行い、障がい者が自立した地域生活を送れるよう支援することを目的とする。

第１条（名称）
　　本会の名称を香川県相談支援専門員協会と称する。
第２条（事務所）
　　本会の事務局は代表の指名した事業所におく。
第３条（目的）
　　本会は、下記に掲げることを目的とする。
1 香川県の専門員交流連携を図る。
2 香川県の専門員の連絡会、研修会等の開催によって、資質向上を図る。
3 香川県の各圏域課題に対する検討及び提言を香川県自立支援協議会等に行う。
4 香川県の関係する職能団体及び関係団体、職種との連携を図る。
5 全国研修及び他ブロック研修などへ正会員を派遣し、他県協会との情報交換及び香川県協会での情報共有を図る。
第4条（会員）
　　本会は、下記の者をもって組織する。
　　　①　香川県内における受託及び指定相談支援事業所等とする。　　正会員
　　　　　正会員には登録者を登録し、前条⑤の派遣対象とする。
　　　②　相談支援専門員及び相談員個人、その他第3条に定める目的に賛同する個人とする。（管理者　サービス管理責任者　サービス提供責任者　支援員など職種は問わない）　賛助会員
第５条（役員）
　　本会に次の役員を置く
1 　代表　１名　・　②　副代表　１名以上　・　③　監事　２名　　
④　事務局担当　２名　・　⑤会計　１名　　⑥　相談支援体制、研修担当　2名以上
　２　各役員の職務は次の通りとする。
1 　代表は、本会を代表して会を総括する。
2 　副代表は、代表を補佐する。
3 　監事は、本会の会計、運営を監査する。
4 　事務局は、日本相談支援専門員協会及び関係団体との連絡調整及び必要な事務を行う。
5 　会計は、本会の会計を掌握する。
6 　相談支援体制、研修担当は、相談支援体制構築に向けた取り組み及び研修の立
　案を行い、実施する。
第６条（任期）
　　役員の任期は２年とし互選とする。ただし再任を妨げない。
第７条（会費）
　　会員は、別に定める会費を納入するものとする。
第８条（総会）
　　本会は、年間１回の総会を開催する。ただし、必要に応じて代表がこれを開催することができる。
第９条（その他）
　　①　別途会員名簿を作成し、情報提供、連携を図る。
　　②　その他必要な事柄については代表が役員会を招集し決定する。
　　③　役員会の決定に応じて必要な事柄については電子文書などで票決できるものとする。　　議案の議決は会員の過半数をもって決する。
　　④　票決にあたっては正会員のみ議決権を持つ。（１団体につき１票）
　　⑤　３条⑤について費用の一部または全部助成を行う。
⑥　上記派遣は委託事業などの指示がある場合を除き、原則正会員のみとする。派遣の決定、助成額については役員会にて決定する。

附則　　この会則は平成２５年６月１日から施行する。
　　　　平成２８年　４月　１日　　一部改正
　　　　平成２９年　５月　１日　　一部改正
　　　　令和　元年　６月　１日　　一部改正
　　　　令和　６年　６月１６日　　一部改正
　　　　令和　８年　６月１２日　　一部改正
　　　　
本会の最初の役員を以下のとおりとする。
　　代表　　　　　　　森川　麻理
　　副代表　　　　　　川村　圭
　　監事　　　　　　　武　宣也　　横井　淳一郎
　　事務局　　　　　　平尾　慧　　田中　慎治
　　会計　　　　　　　多田　純子
　　圏域お世話担当　　山崎　路子　河崎　敦子


R2.4.1.～R3.総会まで
代表　　　　　　　森川　麻理　(障害者生活支援センターたかまつ)
　　副代表　　　　　　川村　圭　(高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点)
[bookmark: _Hlk232581195]　　監事　　　　　　　武　宣也　(地域生活支援センターこだま)　
横井　淳一郎　(地域生活支援センターこだま)　
[bookmark: _Hlk43867254]　　事務局　　　　　　田中　慎治　(しょうがい者生活支援センターふらっと)
　　会計　　　　　　　川村　圭（兼）
　　圏域お世話担当　　照下　善則　(高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点)
　河崎　敦子　(地域活動支援センタークリマ)
　六車　初江 　(生活支援センターのぞみ)
大西　史訓 　(しょうがい者生活支援センターふらっと)

　令和3年総会～令和5年総会まで
代表　　　　　　　森川　麻理　(障害者生活支援センターたかまつ)
　　副代表　　　　　　川村　圭　(高松市障がい基幹相談支援センター中核拠点)
　　監事　　　　　　　武　宣也　(地域生活支援センターこだま)　
横井　淳一郎　(地域生活支援センターこだま)　
　　地区担当　　　　　照下　善則　(高松市障がい基幹相談支援センター中核拠点)
　河﨑　敦子　(地域活動支援センタークリマ)
　　　　　　　　　　　大西　史訓　(しょうがい者生活支援センターふらっと)
　　事務局　　　　　　田中　慎治　(しょうがい者生活支援センターふらっと)
　　
　令和5年総会～令和6年総会まで
代表　　　　　　　　照下　善則　(障害者生活支援センターたかまつ)
　　副代表　　　　　　　武　　宣也　(地域生活支援センターこだま)　
　　副代表　　　　　　　大西　史訓　（しょうがい者生活支援センターふらっと）
監事　　　　　　　　横井　淳一郎　(地域生活支援センターこだま)　
松村　和重　（障害者地域生活支援センターほっと）
　　事務局　　　　　　　森川　麻理　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
　　事務局　　　　　　　美濃　裕一　（障害者相談支援センターりゅううん）
　　会計　　　　　　　　松村　志穂子　（かがわ総合リハビリテーションセンター）
　　人材育成・相談支援　川村　圭　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
体制構築担当
人材育成・相談支援　六車　初江（生活支援センターのぞみ）
体制構築担当
　　人材育成・相談支援　金子　朗教（障害者生活支援センターましみず）
体制構築担当
　
令和6年総会～令和7年総会まで
代表　　　　　　　　照下　善則　(障害者生活支援センターたかまつ)
　　副代表　　　　　　　武　　宣也　(地域生活支援センターこだま)　
　　副代表　　　　　　　大西　史訓　（しょうがい者生活支援センターふらっと）
監事　　　　　　　　横井　淳一郎　(地域生活支援センターこだま)　
松村　和重　（障害者地域生活支援センターほっと）
　　事務局　　　　　　　森川　麻理　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
　　事務局　　　　　　　美濃　裕一　（障害者相談支援センターりゅううん）
　　会計　　　　　　　　松村　志穂子（かがわ総合リハビリテーションセンター）
　　人材育成・相談支援　川村　圭　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
体制構築担当
人材育成・相談支援　六車　初江（生活支援センターのぞみ）
体制構築担当
　　人材育成・相談支援　金子　朗教（障害者生活支援センターましみず）
体制構築担当

令和7年総会～令和8年総会まで
代表　　　　　　　　照下　善則　(障害者生活支援センターたかまつ)
　　副代表　　　　　　　武　　宣也　(地域生活支援センターこだま)　
　　副代表　　　　　　　大西　史訓　（しょうがい者生活支援センターふらっと）
監事　　　　　　　　横井　淳一郎　(地域生活支援センターこだま)　
松村　和重　（障害者地域生活支援センターほっと）
　　事務局　　　　　　　森川　麻理　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
　　事務局　　　　　　　美濃　裕一　（障害者相談支援センターりゅううん）
　　会計　　　　　　　　松村　志穂子（かがわ総合リハビリテーションセンター）
　　人材育成・相談支援　川村　圭　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
体制構築担当
人材育成・相談支援　六車　初江（生活支援センターのぞみ）
体制構築担当
　　人材育成・相談支援　高木　恵子（障害者生活支援センター結）
体制構築担当
　人材育成・相談支援　山田　智子（相談支援事業所はなぞの）
体制構築担当
令和8年総会～令和10年総会まで
代表　　　　　　　　武　　宣也　(地域生活支援センターこだま)　
　　副代表　　　　　　　川村　圭　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
　　副代表　　　　　　　六車　初江（生活支援センターのぞみ）
監事　　　　　　　　横井　淳一郎　(地域生活支援センターこだま)　
松村　和重　（障害者地域生活支援センターほっと）
　　事務局　　　　　　　美濃　裕一　（障害者相談支援センターりゅううん）
　　事務局・会計　　　　 森川　麻理　（高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点）
　　人材育成・相談支援　大西　史訓　（しょうがい者生活支援センターふらっと）
体制構築担当
人材育成・相談支援　高木　恵子（障害者生活支援センター結）
体制構築担当
　　人材育成・相談支援　石井　寛也（相談支援事業所　ウェルネスサポート）
体制構築担当
　


別記　　会費について　　令和8年６月改正

会費　　年額　団体会費　￥5,000　　　賛助会費　￥3,000　　
　　　　団体会員の登録者につきましてはお１人あたり￥2,000を追加ご負担願います。
　　　　「追加の￥2,000につきましては日本相談支援専門員協会（NSK）の正会員としての登録費用といたします。賛助会員も同様に￥2,000はNSK登録費用といたしますのでＮＳＫにおいては正会員としての取り扱いとなります。」
　　　　
　　　　毎年６月１日を基準とし、年度途中でも会費は同額とする。
納入　　総会時に集金もしくは基準月末までの銀行振り込みとする。
（振り込み手数料を本会は負担しない。）

付則
　（令和8年度の取り組み）
　　各都道府県によって納入する会費が異なるのは、NSKの課題であるため、四国ブロッ
クで精査して、納入金額を統一する方向で検討する必要があります。そのため、今回の
改正では、上記の下線部のみ修正し、令和8年度も会費の徴収額の在り方について引
き続き検討していきます。

